公立大学法人大阪府立大学
平成21事業年度業務実績に関する評価結果の概要

大阪府総務部出資法人課

　公立大学法人大阪府立大学の各事業年度の業務実績については、地方独立行政法人法に基づき、大阪府地方独立行政法人評価委員会による評価を受けることとなっており、平成22年8月30日に開催された第23回評価委員会において、平成21事業年度の業務実績の評価結果が決定されました。
　
全体評価　「全体として年度計画及び中期計画のとおりに進捗している」
○大項目について、いずれもＡ評価（計画どおり進捗）であり、大学の教育研究等の質の向上についても計画どおり進捗していることを確認した。

○委員会コメント
「法人化後、全国の公立大学の中でも先陣を切って積極的に改革を進めており、様々な成果を挙げている。これらの成果は、理事長のリーダーシップと教職員の高いポテンシャルを活用した結果であり、府立大学の真摯な取組みを評価するものである。一方、今期の成果は法人化に伴う「初年次効果」ともいえる部分もあり、2期以降も継続して成果を出していくためには、さらに大学の研究基礎能力を高める努力が必要であろう。」
　※全体評価の結果は、平成17・18・19・20年度と同じ評価。
	大項目
	評　価　
	　　　　　　　主な判断理由・特記事項

	業務運営の
改善及び効率化
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	○理事長のリーダーシップを活かした取組みを進め、継続して目標を大幅に上回る外部研究資金を獲得するなど、全学的な大学運営を進めた。

	財務内容の改善
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	○多様なインセンティブ保持方策による、目標（法人化前の30%増）を大幅に上回る（186％増）外部研究資金の獲得や、ロイヤリティ収入の増加など、収入面で計画以上に成果を上げた。

	自己点検・評価
及び情報提供
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	○大学評価・学位授与機構の評価において、大学評価基準を全て満たしているという評価を取得した。
○日経BPのユーザビリティ調査で3位となるなど、広報の強化を図った。

	その他の業務
運営
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	○施設等の整備や安全管理を着実に実施した。

	大学の教育研究等の質の向上


	「計画どおり」　進捗している　ことを確認
	○教育研究活動を着実に行い、質的向上を図っている。

　特筆すべき主な取組みは次のとおり。

・教育研究分野では、文部科学省や環境省の教育補助金の新規採択や、学生への就職支援、留学生への支援など年度計画を上回る進捗があった。
・地域社会貢献の分野では、特許取得やライセンシング等、知的財産マネジメント活動の取組みを中心に年度計画の目標を上回る実績があった。


※評価区分　Ｓ：特筆すべき進捗状況　Ａ：計画どおり　Ｂ：おおむね計画どおり　Ｃ：やや遅れている　

　　　　　　Ｄ：重大な改善事項あり
※「大学の教育研究等の質の向上」については、教育研究の特性への配慮から、専門的な観点からの評価は行わず、進捗状況の確認にとどめることとされている。
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